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【背 景お よ び目 的】  

牽引 泳は 、泳者 の腰 に ゴム チュ ー ブな どを 巻 き付 けて 、ゴム チュ ー ブの 張力 に 抗う よう に 泳ぐ レジ

スト 牽引 泳 と、パ ー ト ナー がチ ュ ーブ を巻 き 取り なが ら 推進 方向 へ と牽 引さ れ なが ら泳 ぐ アシ スト 牽

引泳 があ る 。これ まで の先 行研 究 は、主 とし てレ ジス ト 牽引 泳に 関 する 内容 が ほと んど で あり、アシ

スト 牽引 泳 の研 究は レ ジス ト牽 引 泳と 比較 し て極 めて 数 少な いの が 現状 であ る 。しか し な がら アシ ス

ト牽 引泳 は 、日 本の 競 泳ト レー ニ ング にお い てポ ピュ ラ ーな 内容 で あり 、海 外 にお いて も 実施 され て

いる 。す な わち 、今 日 用い られ て いる 牽引 ト レー ニン グ にお ける 効 果は 科学 的 に証 明さ れ てい ない も

のの 、そ れ らの 効果 は 指導 現場 レ ベル では あ る程 度の 得 られ てい る もの と考 え られ る。  

近年 我々（ 2018）は 、一 定期 間の 牽 引泳 練習 法 が一 般泳 者 の泳 力を 向 上さ せる こ とを 明ら か にし た 。

しか しな が ら、最 適な 練習 効果 を 得ら れる 牽 引負 荷は 未 だ明 らか に され てい な い。そ こで 、本研 究で

はア シス ト 牽引 泳に お ける 牽引 力 の差 異が 泳 パフ ォー マ ンス に及 ぼ す影 響明 ら かに する こ とを 目的

とし た。  

【方 法】  

被検 者は 、大学 競泳 選 手 12 名（男 子 9 名 、女 子 3 名 ）と した 。試技 は 、25m の 最大 努力 ク ロー ルと

し、牽 引を 行わ ない 通 常泳 およ び 水泳 用牽 引 装置 を用 い て、レ ジス ト牽 引泳 方 式で 泳者 に 課す 力（進

行方 向と 逆 ）を漸 増さ せた 際の 力 と泳 速度 の 関係 から 行 う最 大泳 パ ワー 測定 お よび 牽引 負 荷を 36、71、

107、 142 お よび 178N に設 定し た アシ スト 牽 引泳 とし た 。測 定項 目 は、 泳速 や 牽引 力等 の 泳パ フォ ー

マン ス指 標 とし た。

【結 果お よ び考 察】

被検 者全 体 の最 大牽 引 力は 、137.5±26.1N であっ た。ア シス ト牽 引 泳の それ ぞ れの 牽引 力 対す る泳

速は 、 36N（ 1.91 ± 0.10 m/s）、 71N（ 2.07 ± 0.14 m/s）、 107N（ 2.24 ± 0.06 m/s） 、 142N（ 2.29

± 0.03 m/s）お よび 178N（ 2.29± 0.04 m/s） であ り、 142N と 178N との 間以 外 のす べて の 牽引 力間

に有 意差 が 認め られ た 。アシ ス ト 牽引 泳に お ける 最大 泳 速と 最大 牽 引力 との 間 には 有意 な 相関 関係 が

認め られ な かっ た。次 に個 人デ ー タを 見て み ると 、基 本 的に は統 計 結果 に示 さ れる よう に 牽引 力と と

もに 泳速 の 上昇 が認 め られ た。し かし なが ら 、水 中推 進 時の 抵抗 は 泳速 の二 乗 から 三乗 に 比例 して 上

昇す る。そ のた め、個 人の 持つ 避 抵抗 技術 に よっ ては、必ず しも 牽 引力 の上 昇 が泳 速の 上 昇に つな が

らな くな る ポイ ント の 存在 が推 察 され る。こ の観 点で 個 人デ ータ を 見て みる と 、統 計結 果 に見 られ た

よう に、多 くの 選手 は 概ね 142N 辺り で速 度 の上 昇が 頭 打ち とな り 、中 には 178N で は泳 速 の低 下を 引

き起 こし て いる 選手 も 散見 され た 。ま た、 107N で 速度 の 上昇 が頭 打 ちと なっ て いる 選手 も 見ら れた 。

以上 の結 果 より 、本研 究に 参加 し たレ ベル の 泳者 にと っ て 、142N 辺りが 泳速 の 上昇 を妨 げ る程 度の 抵

抗を 生じ る ポイ ント か もし れな い 。  

【結 論】  

牽引 力の 増 大に 伴う 泳 速度 の変 化 は 142N でほと んど 最 大と なる こ と、 およ び アシ スト 牽 引泳 によ

って 得ら れ る最 大泳 速 は泳 者個 人 の最 大牽 引 力と 関係 な いこ とが 示 唆さ れた 。  

【研究成果発表方法】

本研究成果の一部は、第 73 回日本体力医学会大会にて、「アシスト牽引泳における牽引負

荷の差異が泳パフォーマンスに及ぼす影響；森山進一郎（東京学芸大学）、渡邉泰典（仙

台大学）、黒野翼（東京学芸大学）、若吉浩二（大阪経済大学）」として、ポスター発表

済である。現在は、発表で見いだされた課題を解決するための追加実験の計画および実施

と予備実験を終えられたもう一つの課題（人が牽引する際の力の計測）のデータ収集およ

び解析を進め、さらなる発表および論文投稿の準備を進めている。 
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